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「Full Text Finder」は、「CiNii Articles」等、いくつかの論
文データベースと機能連携している。学内の情報基盤ネッ
トワークに接続されたPC／タブレットから論文データベー
スを検索すると、検索結果の書誌情報（著者名、論文タイト
ル、掲載雑誌名、巻号ページなどの情報）１つ１つに「Full 
Text Finder」のアイコンが表示される。これをクリックす
ると中間窓と呼ばれるウインドウが開く。もし、その論文を
掲載している電子ジャーナルを本学で契約していれば、論
文のフルテキストへのリンクが表示される。また、本学で電
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子ジャーナルとして契約していない雑誌であっても、中間
窓からOPACで冊子版の所蔵を検索したり、図書館に文献複
写を申し込んだりできる。このように「Full Text Finder」
は、論文を入手する３つのステップを、単一のウインドウで
処理できるのが利点である。
xii）URL http://isiknowledge.com/JCR（参照2016-12-01）。
xiii）京都大学名誉教授であった田辺元氏の遺志により寄贈され
た約6,000冊の蔵書。オリジナル原稿や手帳のほか、教授の
書入れが残った資料が多数含まれている。
xiv）株式会社煥乎堂（本社・前橋市）の二代目社長高橋清七氏の
遺志により寄贈された蔵書のうち、哲学者スピノザの原著・
研究書236点が収められている。
xv）旧新田男爵家により寄贈された和漢書等約9,000点の蔵書。
（ほりぐち　すみお・たなか　まり）
享徳の乱（関東地方における戦国時代の先駆け）の回想録で
ある「松陰私語」や、当主直筆の墨絵「猫絵」粉本など、歴
史的価値の高い資料を含んでいる。
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